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一　

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
金
融
庁
は
、
金
融
・
資
本
市
場
の
機
能
の

発
揮
や
魅
力
の
向
上
等
を
通
じ
て
、
わ
が
国
全
体
の
最

適
な
資
金
フ
ロ
ー
を
実
現
し
、
企
業
・
経
済
の
持
続
的

な
成
長
と
安
定
的
な
資
産
形
成
等
に
よ
る
豊
か
な
国
民

生
活
の
実
現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
き

た
。

　

ま
ず
、
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
を
促
す
観
点
か

ら
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に

関
す
る
原
則
」
を
策
定
し
、
以
降
、「
顧
客
本
位
の
業
務

運
営
」
の
浸
透
・
定
着
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
き

た
。
同
原
則
公
表
か
ら
二
年
半
余
り
が
経
過
し
、
こ
れ

ら
の
取
組
み
は
全
体
で
み
る
と
着
実
に
進
捗
し
て
い
る

も
の
の
、
営
業
現
場
等
へ
の
浸
透
は
必
ず
し
も
十
分
で

な
い
な
ど
課
題
も
み
ら
れ
、
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
を
検
証
し
つ
つ
、

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
に
つ
い
て
、
制
度
対
応
の
適

否
も
含
め
て
新
た
に
検
討
を
行
う
た
め
、
二
〇
一
九
年

一
〇
月
よ
り
金
融
審
議
会
「
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
精
力
的
に
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
の
金
融
・
資
本
市
場
を
取
り
巻
く
環

境
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
社
会
実
装
に
伴
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
社

会
的
に
進
ん
で
い
く
中
で
、
政
府
と
し
て
も
、
金
融
分

野
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
通
じ
、
顧
客
ご
と
の
特

性
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
規
制
等
の
精
緻
化
に

活
か
す
こ
と
が
可
能
か
、
検
討
し
て
い
る
。

　

金
融
・
資
本
市
場
の
機
能
・
魅
力
の
向
上
に
向
け
て

は
、
二
〇
二
〇
年
度
上
期
の
総
合
取
引
所
の
実
現
や
、

上
場
会
社
の
持
続
的
な
企
業
価
値
向
上
や
投
資
家
の
利

便
性
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
証
券
市
場
構
造
の
見
直
し

に
向
け
、
関
係
者
と
と
も
に
必
要
な
対
応
・
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

暗
号
資
産
等
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
に
成

立
し
た
「
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
金
融
取
引
の

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
う
政
令
・

内
閣
府
令
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
投
資
家
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に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
同
年
七
月
に
改
訂
し
た

「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
の
周

知
普
及
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
金
融
・
資
本

市
場
を
め
ぐ
る
金
融
庁
の
取
組
内
容
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個

人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

二�　
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
に
つ
い
て

１�　

金
融
庁
の
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
の
こ
れ

ま
で
の
振
り
返
り
と
課
題

　

金
融
庁
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
「
顧
客
本
位
の
業

務
運
営
に
関
す
る
原
則
」（
以
下
「
原
則
」
と
い
う
）
を

策
定
し
、
金
融
事
業
者
に
対
し
、「
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
取
組
方
針
」
や
そ
の
定
着

度
合
い
を
客
観
的
に
評
価
す
る「
自
主
的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
注

一
）」
お
よ
び
「
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
注
二
）」
の
公
表
を
働

き
か
け
、
金
融
事
業
者
の
取
組
み
の
「
見
え
る
化
」
の

促
進
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
取
組
方
針
な
ど
を
公
表
し
た
事
業
者

数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
（
図
表
１
参
照
）。
個
々
の

取
組
状
況
を
み
て
み
る
と
、
取
組
方

針
に
加
え
、
具
体
的
な
施
策
お
よ
び

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
時
系
列
で
公
表
し
、
定
期

的
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
事
例

や
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
公
表
す
る
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
な
る
分
析
を
行
う
と

い
っ
た
事
例
（
注
三
）
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
顧
客
の
投
資
信
託
の
平
均
保

有
期
間
が
長
期
化
し
て
お
り
（
図
表

２
参
照
）、
従
来
の
回
転
売
買
に
依
存

す
る
営
業
姿
勢
に
改
善
の
兆
し
が
み

ら
れ
る
ほ
か
、
積
立
投
資
信
託
を

行
っ
て
い
る
顧
客
数
の
割
合
が
引
き

続
き
増
加
し
て
お
り
（
図
表
３
参

照
）、
積
立
投
資
手
法
が
定
着
し
つ

つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

他
方
で
、
取
組
方
針
に
つ
い
て
、

「
原
則
」
の
文
言
を
若
干
変
え
た
程

度
の
も
の
を
公
表
す
る
な
ど
、「
原

則
」
の
趣
旨
を
自
ら
咀
嚼
し
、
具
体

的
に
実
践
す
る
ス
タ
ン
ス
が
欠
如
し

て
い
る
よ
う
な
事
例
も
み
ら
れ
る
。

〔図表１〕�　「原則」採択事業者数および自主的なKPI・共通KPI公表事
業者数

（注１）�　「自主的なKPI」設定社数は，取組方針やその実施状況においてKPIを公表してい
る事業者を集計。

（注２）�　「共通KPI」公表社数は，３指標の共通KPIのうち，１指標以上公表している事業
者を集計。

〔図表２〕�　平均保有期間の推移（業態別）

（注１）　主要行等９行，地域銀行20行，大手証券等７社，ネット系証券４社を集計。
（注２）　銀行は自行販売，仲介販売の合算ベース。証券会社は全社ベース。
（注３）�　平均保有期間は，（前年度末残高＋年度末残高）÷２÷（年間の解約額＋償還額）

で算出。
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ま
た
、
金
融
庁
調
査
に
よ
る
と
、
顧
客
の
認
知
度
に
つ

い
て
、
取
組
方
針
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る

（
ま
た
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
）
顧
客
は
全
体
の
三
割
程

度
で
あ
り
、
取
組
み
を
認
知
し
て
い
る
者
の
う
ち
、
リ

ス
ク
性
金
融
商
品
購
入
に
際
し
、
取
組
方
針
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
実
際
に
参
考
に
し
て
い
る
人
は
二
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
図
表
４
参
照
）。
ま
た
、
こ
こ
二
、
三
年
で
金
融

機
関
の
対
応
が
よ
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
投
資
経
験

者
は
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
表
５
参
照
）。

２　

金
融
審
議
会「
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」

で
の
議
論

　

こ
の
よ
う
に
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
全
体
で
み
る
と
着
実
に
前
進
し
て
い
る
も

の
の
、
営
業
現
場
等
へ
の
浸
透
は
必
ず
し
も
十
分
で
は

な
く
、
道
半
ば
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
同
取
組
み
の
こ
れ
ま
で
の
進
捗
を
検
証
し
つ

つ
、「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
の
さ
ら
な
る
定
着
に
向

け
て
、
金
融
審
議
会
「
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」

〔図表３〕�　投資信託保有顧客数に占める積立投資信託を行ってい
る顧客数の割合の推移

（注１）　主要行等５行，地域銀行17行を集計。
（注２）　自行販売ベース。
（注３）　対象は，各年度末時点で残高のある個人顧客。
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に
お
い
て
、
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特

に
、
米
国
に
お
け
る“ R

egulation B
est Interest”

（
最

善
の
利
益
規
則
）
な
ど
、
海
外
で
は
顧
客
の
最
善
の
利
益

実
現
の
た
め
、
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
に
よ
る
対
応
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、「
原

則
」
を
用
い
た
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
に
よ
る
対
応
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
十
分
に
効
果
的
か
、
さ
ら
な
る
対
応
が
考
え

ら
れ
る
か
、
ま
た
法
令
・
執
行
面
で
の
改
善
は
考
え
ら

れ
る
か
な
ど
、
制
度
対
応
の
適
否
も
含
め
て
新
た
に
検

討
を
行
う
た
め
、
金
融
審
議
会
「
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
精
力
的
に
議
論
を
行
っ
て
い

る
。三　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
社
会
実
装
を
踏
ま
え
た

規
制
の
精
緻
化

　

二
〇
一
九
年
六
月
二
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
成

長
戦
略
実
行
計
画
」
に
お
い
て
は
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

急
激
な
発
達
の
中
で
、
安
全
安
心
の
確
保
の
在
り
方
も

変
化
し
て
お
り
、
規
制
の
枠
組
み
が
追
い
付
い
て
い
な

い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
規
制
改
革
推
進
会
議
と
連
携

し
て
、
業
種
横
断
的
に
規
制
改
革
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
社
会
実
装
を
踏
ま
え
た

規
制
の
精
緻
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
同

年
一
〇
月
三
日
に
行
わ
れ
た
「
未
来
投

資
会
議
」
で
は
、
将
来
の
規
制
の
精
緻

化
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
、

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
／
金
融
分
野
に
お
け
る

以
下
の
点
に
つ
い
て
、
顧
客
デ
ー
タ
等

を
活
用
し
た
実
証
事
業
を
実
施
し
、
将

来
の
規
制
等
の
あ
り
方
に
係
る
問
題
点

や
課
題
を
洗
い
出
す
こ
と
と
し
た
。

　

１　

プ
ロ
投
資
家
対
応

　

現
行
の
金
融
商
品
取
引
法
令
上
、
金

融
商
品
取
引
業
者
と
一
年
以
上
の
取
引

経
験
が
あ
り
、
純
資
産
・
金
融
資
産
が

三
億
円
以
上
と
見
込
ま
れ
る
個
人
は
、

特
定
投
資
家
（
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
投
資
家
」）
に
移
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
投
資
家
に
な
る
と
、
プ
ロ
向
け

の
私
募
商
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
一
般
投
資
家
に
は
参
加

で
き
な
い
市
場
（
東
京
証
券
取
引
所
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｐ
Ｒ

Ｏ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
）
へ
参
加
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
行
の
画
一
的
な
要
件
の
下
で

は
、
プ
ロ
投
資
家
の
人
数
は
限
定
的
で
あ
り
、
企
業
へ

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
や
投
資
家
の
資
産
運
用
の
多

様
化
が
十
分
図
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
金
融
取
引
に
お
け
る
顧
客
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
で
顧
客
ご
と
の
特
性
を
よ
り
精
緻
に
把
握
し
、
プ
ロ

投
資
家
と
し
て
扱
え
る
個
人
の
要
件
を
弾
力
化
で
き
な

い
か
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

２　

金
融
商
品
販
売
に
お
け
る
高
齢
顧
客
対
応

　

金
融
庁
の
監
督
指
針
お
よ
び
業
界
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
高
齢
者
に
対
す
る
金
融
商
品
の
販
売
に
つ

い
て
は
、
七
五
歳
以
上
の
顧
客
に
金
融
商
品
を
勧
誘
す

る
場
合
、
役
席
者
の
事
前
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
八
〇
歳
以
上
の
顧
客
の
場
合
に

は
、
勧
誘
当
日
の
受
注
制
限
が
上
乗
せ
さ
れ
る
な
ど
、

追
加
的
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
基
準
と
な
る

年
齢
は
、
あ
く
ま
で
「
目
安
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

実
際
の
運
用
上
は
、
画
一
的
な
対
応
と
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
自
身
の
資
産
構
成
を
状
況
に
応
じ
て
機
動
的
か
つ
柔

軟
に
変
更
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の

よ
う
な
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
も
、
個
々

人
の
金
融
知
識
、
経
験
、
判
断
能
力
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

〔図表５〕�　平成30事務年度実施「顧客意識調査」より②

Q43 ここ２～３年で，メインで利用している金融機関の
        対応が良くなったと感じたことがありますか。

N=5,144
とても良くなったと
感じている
5%

感じたことはあるが，
まだ改善の余地がある

15%

あまり
感じたことがない

41%

何も変わっていない
35%

以前より
悪くなっている

4%
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る
こ
と
か
ら
、
よ
り
慎
重
に
対
応
す
べ
き
場
合
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
商
品
販
売
に
お

け
る
高
齢
顧
客
対
応
に
お
い
て
も
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
高
齢
顧
客
へ
の
金
融
商
品
販
売

ル
ー
ル
を
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
よ
り
き
め
細
や
か
な

も
の
に
変
更
で
き
る
か
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。四�　

総
合
取
引
所
の
実
現
に
向
け
て

１　

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
証
券
・
金
融
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

取
引
に
つ
い
て
は
金
融
商
品
取
引
所
が
、
商
品
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
に
つ
い
て
は
商
品
取
引
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ

取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
海
外
に
お
い
て
は
、
証
券
・
金

融
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
と
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を

同
一
の
取
引
所
で
取
り
扱
う
総
合
取
引
所
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。

　

証
券
・
金
融
の
み
な
ら
ず
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

を
同
一
の
取
引
所
で
取
引
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
投

資
家
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市

場
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
取
引
所
の
国
際
競
争
力
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
取
引
所
を
実
現

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　

総
合
取
引
所
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
に

策
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七

〜
『
美
し
い
国
』
へ
の
シ
ナ
リ
オ
〜
」（
骨
太
の
方
針
）

以
降
、
毎
年
、
成
長
戦
略
等
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、
制

度
的
に
も
①
金
融
商
品
取
引
所
と
商
品
取
引
所
の
相
互

乗
り
入
れ
（
二
〇
〇
九
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
）、
②
総

合
的
な
取
引
所
の
実
現
に
向
け
た
制
度
整
備
（
二
〇
一

二
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
）、
と
二
度
に
わ
た
り
法
令

を
改
正
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
に
は
、
規
制
改
革
推
進
会
議
が

総
合
取
引
所
の
実
現
を
含
む
「
規
制
改
革
推
進
に
関
す

る
第
四
次
答
申
」（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
九
日
）
を
内

閣
総
理
大
臣
に
提
出
す
る
な
ど
、
総
合
取
引
所
の
実
現

に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
き
た
。

２　
「
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
と
東
京
商
品
取
引
所

の
経
営
統
合
に
関
す
る
基
本
合
意
」
と
そ
の
後
の

進
捗

⑴　

経
営
統
合
に
関
す
る
合
意

　

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
）
と
東
京
商
品
取

引
所
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
は
、
総
合
取
引
所
化
に
向
け
た
検

討
に
関
し
て
秘
密
保
持
契
約
を
締
結
し（
二
〇
一
八
年
一

〇
月
一
三
日
）、
総
合
取
引
所
の
実
現
に
向
け
た
協
議
を

進
め
た
結
果
、
互
い
の
得
意
分
野
を
持
ち
寄
り
、
総
合

取
引
所
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
の
認
識

で
一
致
し
、
経
営
統
合
に
関
し
、
以
下
を
内
容
と
す
る

基
本
合
意
書
を
締
結
し
た
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
八
日
）。

　

① 　
Ｊ
Ｐ
Ｘ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
を
完
全
子
会
社
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
発
行
済

株
式
を
対
象
と
し
た
公
開
買
付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
を

実
施

　

② 　

二
〇
二
〇
年
度
の
可
能
な
限
り
早
期
に
、
Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
か
ら
大
阪
取
引
所
に
以
下
の
と
お
り
商
品

移
管

　
　

・ 　

貴
金
属
市
場
、
ゴ
ム
市
場
お
よ
び
農
産
物
・

砂
糖
市
場
の
す
べ
て
の
上
場
商
品
を
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
か
ら
大
阪
取
引
所
に
移
管
す
る
こ
と

　
　

・ 　

石
油
市
場
、
中
京
石
油
市
場
の
上
場
商
品
は

当
面
移
管
し
な
い
こ
と
。
大
阪
取
引
所
へ
の
石

油
商
品
の
上
場
に
つ
い
て
は
、
両
社
間
で
協
議

す
る
こ
と

　
　

・ 　

電
力
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
に
お
い
て

上
場
を
目
指
す
こ
と

　
　

・ 　

立
会
休
止
中
の
上
場
商
品
、
新
た
な
上
場
商

品
等
に
つ
い
て
は
、
両
社
間
で
協
議
す
る
こ
と

　

③ 　

二
〇
二
〇
年
度
の
可
能
な
限
り
早
期
に
、
Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
子
会
社
で
あ
る
日
本
商
品
清
算
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）
を
、
Ｊ
Ｐ
Ｘ
の
子
会
社
で
あ
る
日
本

証
券
ク
リ
ア
リ
ン
グ
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
に
統
合

⑵　

商
品
指
定
の
告
示

　

金
融
庁
で
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｘ
と
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
基
本
合
意

を
受
け
、
金
融
商
品
取
引
法
上
の
商
品
関
連
市
場
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
対
象
と
な
る
商
品
（
金
、
銀
、
白
金
、

パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
原
油
、
く
ん
煙
シ
ー
ト
、
技
術
的
格
付
け
ゴ

ム
、
大
豆
、
小
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
）
を
指
定
す
る
金
融

庁
告
示
を
発
出
し
た
（
二
〇
一
九
年
六
月
二
八
日
）。
本

件
告
示
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
商
品
を
対
象
と
す
る
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
つ
い
て
は
、
金
融
商
品
取
引
所
へ
上

場
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

Ｊ
Ｐ
Ｘ
に
よ
る
関
連
制
度
の
要
綱
案
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト

　

大
阪
取
引
所
と
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
総
合
取
引
所
の
実
現

に
伴
う
取
引
制
度
・
清
算
制
度
に
所
要
の
整
備
を
行
う

た
め
、
二
〇
一
九
年
七
月
三
〇
日
か
ら
八
月
二
九
日
ま

で
制
度
要
綱
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
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た
。⑷　

Ｊ
Ｐ
Ｘ
に
よ
る
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
完
全
子
会
社
化

　
Ｊ
Ｐ
Ｘ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
発
行
済
株
式
を
対
象
と

す
る
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
期
間
：
二
〇
一
九
年
八
月
一
日
〜
九
月
二

四
日
）
を
実
施
し
た
結
果
、
議
決
権
の
九
七
・
一
五
％

を
取
得
し
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
日
付
け
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
を
連
結
子
会
社
と
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｐ
Ｘ
は
、
株
式

等
売
渡
請
求
そ
の
他
会
社
法
に
基
づ
く
一
連
の
手
続
に

よ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
に
応
募
し
な
か
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
株
主

か
ら
残
り
の
株
式
を
取
得
し
、
同
年
一
一
月
一
日
付
け

で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
を
完
全
子
会
社
と
し
た
。

３　

今
後
の
対
応
方
針

　
Ｊ
Ｐ
Ｘ
は
二
〇
二
〇
年
七
月
二
七
日
か
ら
大
阪
取
引

所
で
商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
開
始
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
総
合
取
引
所
が
実
現

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

現
在
、
関
係
者
に
お
い
て
、
主
に
以
下
の
準
備
・
手

続
を
進
め
て
い
る
。

　

① 　

大
阪
取
引
所
に
よ
る
取
引
制
度
・
取
引
参
加
者

制
度
の
規
則
化

　

② 　

大
阪
取
引
所
に
よ
る
原
油
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

の
上
場
に
向
け
た
検
討

　

③ 　
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
商
品
先
物
取
引
法
上
の
商
品

取
引
清
算
機
関
の
許
可
取
得
に
向
け
た
準
備

　

④ 　
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
清
算
制
度
・
清
算
参
加
者
制

度
の
規
則
化

　

⑤ 　

商
品
先
物
取
引
業
者
の
金
融
商
品
取
引
業
者
と

し
て
の
登
録

　

⑥ 　

自
主
規
制
機
関
に
よ
る
自
主
規
制
規
則
等
の
整

備

　

⑦ 　

商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
係
る
外

務
員
登
録

　

⑧ 　

日
本
委
託
者
保
護
基
金
に
よ
る
特
定
委
託
者
保

護
基
金
の
認
可
取
得
に
向
け
た
準
備

　

⑨　

前
記
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
整
備

　

わ
が
国
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の
競
争
力
を
維
持
・

強
化
す
る
観
点
か
ら
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に
総
合
取

引
所
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年

七
月
二
七
日
か
ら
取
引
開
始
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
に

お
い
て
は
、
前
記
の
準
備
・
手
続
を
着
実
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

こ
の
際
に
、
国
民
、
企
業
・
産
業
、
投
資
家
・
取
引

参
加
者
な
ど
の
各
セ
ク
タ
ー
が
総
合
取
引
所
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
、
社
会
・
経
済
に
そ
の
恩
恵
が
広
く
行

き
渡
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
投
資
家
や
取
引
参
加
者
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
制
度
設
計
や
シ
ス
テ
ム
整
備
と

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五　

市
場
構
造
の
見
直
し

１　

現
在
の
市
場
構
造
を
め
ぐ
る
課
題

　

東
京
証
券
取
引
所
は
、
二
〇
一
三
年
に
大
阪
証
券
取

引
所
と
経
営
統
合
し
て
以
来
、
市
場
第
一
部
、
市
場
第

二
部
、
マ
ザ
ー
ズ
、Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

グ
ロ
ー
ス
）
と
い
う
市
場
区
分
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。
経
営
統
合
か
ら
五
年
以
上
が
経
過
し
、
市
場
関
係

者
等
を
中
心
に
、
市
場
構
造
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

の
指
摘
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、

　

① 　

各
市
場
区
分
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
曖
昧
で
あ
り
、

投
資
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
低
い

　

② 　

上
場
会
社
の
持
続
的
な
企
業
価
値
向
上
の
動
機

づ
け
の
点
で
、
期
待
さ
れ
る
役
割
を
十
分
に
果
た

せ
て
い
な
い

　

③ 　

投
資
対
象
と
し
て
の
機
能
性
と
市
場
代
表
性
を

兼
ね
備
え
た
指
数
が
存
在
し
な
い

な
ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２　

金
融
審
議
会
「
市
場
構
造
専
門
グ
ル
ー
プ
」

　

前
記
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
に

東
京
証
券
取
引
所
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
「
市
場
構
造

の
在
り
方
等
に
関
す
る
懇
談
会
」
で
検
討
が
進
め
ら

れ
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
論
点
整
理
が
公
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
証
券
取
引
所
の
市
場
構
造
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
資
本
市
場
の
あ
り
方
そ
の
も

の
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
金
融
審
議
会
に
お
い
て
も

議
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
二
〇
一
九
年
五
月
に
、
市

場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
下
に
「
市
場
構
造
専
門

グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
て
、
検
討
を
開
始
し
た
。

　

市
場
構
造
専
門
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇

月
ま
で
に
開
催
し
た
四
回
の
会
議
に
お
い
て
、
専
門
委

員
や
機
関
投
資
家
等
の
市
場
関
係
者
、
地
方
企
業
・
新

興
企
業
の
経
営
者
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
市
場
構
造
見
直
し
の
目

的
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
基
準
に
達
し

な
い
企
業
を
排
除
し
た
り
降
格
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

成
長
戦
略
に
つ
な
げ
て
企
業
価
値
を
引
き
上
げ
る
発
想
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が
必
要
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
る
と
と
も
に
、
上
場
基

準
に
は
時
価
総
額
だ
け
で
は
な
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
流
動

性
の
要
素
も
考
慮
す
る
こ
と
や
、
現
在
の
市
場
第
一
部

に
属
す
る
企
業
に
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
は
じ
め
と

し
た
有
形
・
無
形
の
価
値
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

３　
市
場
構
造
の
問
題
と
改

善
に
向
け
た
論
点
整
理

　

第
四
回
ま
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
お
よ
び
意
見
交
換
を
踏
ま

え
、
第
五
回
「
市
場
構
造
専

門
グ
ル
ー
プ
」（
二
〇
一
九
年

一
一
月
二
〇
日
開
催
）
で
は
、

再
編
後
の
三
つ
の
市
場
を
プ

ラ
イ
ム
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

グ
ロ
ー
ス
（
い
ず
れ
も
仮
称
）

と
す
る
事
務
局
作
成
の
討
議

資
料
を
基
に
、
上
場
会
社
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
持
続
的

な
成
長
と
企
業
価
値
の
向
上

を
促
し
、
内
外
の
投
資
家
に

と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
場

と
な
る
よ
う
な
市
場
構
造
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
現
状
の
市
場
構
造

を
め
ぐ
る
課
題
の
改
善
に
向

け
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
九
年
一

二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
の
会
議
を
経
て
、
市
場
構

造
の
見
直
し
を
提
言
す
る
「
市
場
構
造
専
門
グ
ル
ー
プ

報
告
書

─
令
和
時
代
に
お
け
る
企
業
と
投
資
家
の
た

め
の
新
た
な
市
場
に
向
け
て
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

（
図
表
６
参
照
）。
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
主
な
検
討
結
果

は
以
下
の
と
お
り
。

　
〈
プ
ラ
イ
ム
市
場
〉

　

・ 　

高
い
時
価
総
額
・
流
動
性
、
よ
り
高
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
備
え
、
投
資
家
と
の
建
設
的
な
対
話
を
企

業
価
値
向
上
の
中
心
に
据
え
る
企
業
が
上
場
す
る

市
場
。

　

・ 　

新
た
に
上
場
す
る
企
業
は
流
通
時
価
総
額
等
の

上
場
・
退
出
基
準
を
厳
格
化
。
た
だ
し
、
ネ
ッ
ト

系
企
業
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
は
、
直

近
赤
字
で
も
加
重
し
た
条
件
で
上
場
可
。

　

・ 　

一
段
高
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
を
適
用
。

　

・ 　

既
存
の
市
場
第
一
部
上
場
企
業
は
、
選
択
に
よ

り
プ
ラ
イ
ム
市
場
へ
の
上
場
が
可
能
。

　
〈
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
〉

　

・ 　

一
定
の
時
価
総
額
・
流
動
性
、
基
本
的
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
備
え
た
企
業
が
上
場
す
る
市
場
。

　

・ 　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
全
原

則
を
適
用
。

　
〈
グ
ロ
ー
ス
市
場
〉

　

・ 　

高
い
成
長
可
能
性
を
有
す
る
一
方
、
相
対
的
に

リ
ス
ク
が
高
い
企
業
が
上
場
す
る
市
場
。

　

・ 　

時
価
総
額
に
係
る
上
場
基
準
は
マ
ザ
ー
ズ
市
場

と
同
等
の
基
準
を
維
持
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成

に
資
す
る
市
場
）。

　
〈
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
見
直
し
〉

　

・ 　

市
場
区
分
と
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
範
囲
を
切
り
離

す
。

　

・ 　

現
在
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
と
の
連
続
性
も
考
慮
し
つ

つ
、
よ
り
流
動
性
を
重
視
し
て
対
象
企
業
を
選

定
。

〔図表６〕�　市場構造の見直し

市場第二部
（約500社）

JASDAQ
スタンダード
（約700社）

JASDAQ
グロース
（約50社）

マザーズ
（約300社）

市場第一部
（約2,100社）

プライム
市場

グロース
市場

※新市場の名称は
　いずれも仮称

スタンダード
市場

TOPIXを変更
（主にプライム市場から選定）

TOPIX=市場第一部

新たな市場構造

東京証券取引所の現状
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今
後
は
、
本
報
告
書
を
受
け
て
、
東
京
証
券
取
引
所

で
具
体
的
な
制
度
設
計
を
行
い
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
に
付
し
て
広
く
投
資
家
・
上
場
企
業
等
か
ら
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

暗
号
資
産（
仮
想
通
貨
）
を
め
ぐ
る
諸
課
題

へ
の
制
度
的
対
応

１　

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正

　

近
時
の
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
金
融
取
引
の

多
様
化
を
踏
ま
え
、
金
融
の
機
能
に
対
す
る
信
頼
の
向

上
や
利
用
者
保
護
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用

い
た
暗
号
資
産
（
後
述
の
改
正
法
に
お
い
て
、
従
来
の
法

令
上
の
「
仮
想
通
貨
」
の
呼
称
を
「
暗
号
資
産
」
に
変
更
し

て
い
る
。
本
稿
で
は「
暗
号
資
産
」
の
呼
称
を
用
い
る
）
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
電
子
的
に
取
引
さ
れ
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
移
転
が
可
能
な
支
払
手
段
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
利
用
者
保
護
等
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
制

度
的
な
対
応
が
適
切
か
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
・
テ
ロ
資
金

供
与
対
策
に
関
す
る
国
際
的
な
要
請
や
、
国
内
で
当
時

世
界
最
大
規
模
の
暗
号
資
産
の
交
換
業
者
が
破
綻
し
た

こ
と
を
受
け
、
二
〇
一
七
年
四
月
、
暗
号
資
産
の
支

払
・
決
済
手
段
と
し
て
の
性
格
に
着
目
し
、
暗
号
資
産

と
法
定
通
貨
の
交
換
等
を
業
と
し
て
行
う
者
に
対
し

て
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
に

お
い
て
本
人
確
認
義
務
等
を
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法

律
に
お
い
て
登
録
制
や
利
用
者
保
護
の
た
め
の
ル
ー
ル

を
導
入
し
、
制
度
的
な
枠
組
み
の
整
備
を
図
っ
た
。

　

他
方
で
、
そ
う
し
た
暗
号
資
産
交
換
業
に
係
る
制
度

整
備
を
行
っ
た
後
も
、
二
〇
一
八
年
一
月
、
外
部
か
ら

の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
暗
号
資
産
交
換
業
者
が
管
理

す
る
顧
客
の
暗
号
資
産
が
外
部
に
流
出
す
る
事
案
が
発

生
し
た
ほ
か
、
当
局
の
立
入
検
査
の
結
果
、
多
く
の
暗

号
資
産
交
換
業
者
に
お
い
て
内
部
管
理
態
勢
等
の
不
備

が
把
握
さ
れ
た
。

　

加
え
て
、
暗
号
資
産
の
価
格
が
乱
高
下
し
、
暗
号
資

産
が
投
機
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
証
拠
金
を
用
い
た
暗
号
資
産
の
取
引
や

暗
号
資
産
に
よ
る
資
金
調
達
等
の
新
た
な
取
引
が
登
場

す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
暗
号
資
産
交
換
業
等
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
制
度
的
な
対
応
を
検
討
す
る
た

め
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
金
融
庁
に
外
部
有
識
者
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究

会
」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
四
月
よ
り
一
一
回
に
わ
た
り
、

関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
含
む
検
討
が
行
わ

れ
、
同
年
一
二
月
、
報
告
書
（
以
下
「
研
究
会
報
告
書
」

と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
た
。

　

研
究
会
報
告
書
で
示
さ
れ
た
提
言
の
う
ち
、
法
律
上

の
手
当
て
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
法
律
案
の
策
定
が

行
わ
れ
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
に｢

情
報
通
信
技

術
の
進
展
に
伴
う
金
融
取
引
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め
の
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案｣

と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た

法
律
案
は
、
第
一
九
八
回
国
会
に
お
い
て
衆
議
院
財
務

金
融
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
同
年
五
月
二
一
日
の

衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
、
そ
の
後
、
参
議
院
財

政
金
融
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
同
月
三
一
日

に
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
、
同
年
六

月
七
日
に
公
布
さ
れ
て
い
る
（
令
和
元
年
法
律
第
二
八

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
）。

２　

改
正
法
に
伴
う
政
令
・
内
閣
府
令
等
の
整
備

　

改
正
法
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
改
正
法
の
成
立
を
受

け
、
現
在
、
関
係
す
る
政
府
令
等
や
監
督
指
針
お
よ
び

事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
・
改
正
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　

当
該
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
暗
号
資
産
の
現
物
取
引
や
暗
号
資
産
を
原
資
産
と

す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
、
投
資
性
Ｉ
Ｃ
Ｏ
等
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
明
確
化
や
業
務
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
利
用
者
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
お

よ
び
利
用
者
利
便
の
向
上
に
留
意
し
つ
つ
、
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
関
係
政
府
令
等
は
、
改
正
内
容
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
経
て
公
布
さ
れ
、
そ
の
後
に
改

正
法
と
併
せ
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

七　
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
」
の
改
訂

１　

改
訂
の
経
緯

　

証
券
市
場
の
公
正
性
・
信
頼
性
等
を
保
護
す
る
た
め



商事法務No.2219 2020. 1. 5

─ 46 ─

に
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
、
株
式
や
投
資
信
託
等
へ
の
投
資
は
本
来
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
等
の
不
公
正
取
引
で
な
い
限
り
自
由

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
個
人
の
資
産
形
成
の
観
点
か
ら

も
有
効
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

　

各
種
調
査
結
果
等
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引

規
制
の
内
容
が
必
ず
し
も
正
確
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
や
、
投
資
に
関
す
る
社
内
規
則
の
定
め
方
に
よ
り
、

問
題
の
な
い
取
引
ま
で
抑
制
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
二
〇
一
九
年
七
月
、
金
融
庁
等

で
は
、
従
前
か
ら
公
表
し
て
い
た
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
規
制
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
を
わ
か
り
や
す
く
改
訂

し
、
規
制
の
正
確
な
理
解
や
社
内
規
則
の
再
点
検
等
を

促
す
こ
と
と
し
た
。

２　

改
訂
の
概
要

　

今
回
の
改
訂
で
は
、「
は
じ
め
に
」
と
い
う
前
文
を
追

加
し
て
、
問
題
の
な
い
株
式
投
資
等
を
抑
制
す
る
必
要

は
な
い
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
規

制
内
容
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
等
を
「
基
礎
編
」
と
し

て
追
加
し
た
（
従
来
の
内
容
は
、
法
令
解
釈
の
指
針
等
を

示
す
も
の
と
し
て
「
応
用
編
」
と
位
置
づ
け
た
）。

　

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に

な
ら
な
い
取
引
の
解
説
と
し
て
、
①
重
要
事
実
を
知
ら

ず
に
行
う
株
取
引
、
②
重
要
事
実
公
表
後
に
行
う
株
取

引
、
③
Ｅ
Ｔ
Ｆ
や
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
大
半
の
投

資
信
託（
Ｊ
–
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
等
を
除
く
）
の
取
引
を
挙
げ
て
、

問
題
の
な
い
取
引
類
型
を
明
確
化
し
た
。

　

ま
た
、
社
内
規
則
で
制
限
を
設
け
る
場
合
で
も
、
自

社
株
や
取
引
先
の
株
に
つ
い
て
は
、
役
員
等
と
一
般
職

員
を
区
別
し
て
後
者
を
緩
や
か
な
制
限
と
す
る
こ
と

や
、
非
取
引
先
の
株
や
大
半
の
投
資
信
託
に
つ
い
て
は

特
段
の
制
限
を
設
け
な
い
こ
と
等
の
検
討
が
有
用
と
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
際
に
参
考
と
な
る
情
報
を
紹

介
し
て
い
る
。

３　

今
後
の
周
知
普
及
に
向
け
た
取
組
み

　

企
業
に
お
い
て
、
役
職
員
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

や
株
式
投
資
等
を
通
じ
た
資
産
形
成
を
図
る
た
め
に

は
、
社
内
教
育
や
社
内
規
則
再
点
検
の
積
極
的
な
実
施

が
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
融
庁
と
し
て
は
、
Ｑ
＆

Ａ
改
訂
の
趣
旨
の
説
明
な
ど
、
経
済
団
体
等
を
通
じ
た

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。八　

お
わ
り
に

　

以
上
、
金
融
・
資
本
市
場
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
課

題
に
つ
い
て
、
金
融
庁
の
取
組
み
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
申
し
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
本
年
も
透

明
・
公
正
か
つ
活
力
あ
る
金
融
・
資
本
市
場
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
、
関
係
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

（
注
一
） 

K
ey Perform

ance Indicator

（
注
二
） 

金
融
庁
が
平
成
三
〇
年
六
月
に
「
投
資
信
託
の

販
売
会
社
に
お
け
る
比
較
可
能
な
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」
と
し

て
公
表
し
た
三
指
標
（
運
用
損
益
別
顧
客
比
率
、
投
資

信
託
預
り
残
高
上
位
二
〇
銘
柄
の
コ
ス
ト
・
リ
タ
ー

ン
、
投
資
信
託
預
り
残
高
上
位
二
〇
銘
柄
の
リ
ス
ク
・

リ
タ
ー
ン
）。

（
注
三
） 

投
資
信
託
の
口
座
開
設
年
別
に
運
用
損
益
率

０
％
以
上
の
顧
客
割
合
を
公
表
し
、
口
座
開
設
年
が
古

い
ほ
ど
同
率
０
％
以
上
の
顧
客
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
実
態
を
示
す
な
ど
、
長
期
保
有
の
有
効
性
を
「
見
え

る
化
」
し
て
い
る
事
例
。

（
太お

お

田た

原わ
ら　

和ま
さ
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ぶ
）
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